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自治体
の紹介

背景

現状の
課題

さらに、現在はスマートシティの推進を目指し、令和5年度には内閣府ＳＤＧｓ
未来都市認定や令和6年度デジタル田園都市国家構想拠点整備交付金事業
認定に加えスマートシティ推進に関する事業者との連携協定の締結、兵庫県の
スマートシティモデル地区に採択されるなど、積極的に取り組んでいます。

三木市は、兵庫県南部に位置しており、古い歴史と豊かな自然に恵まれたまちです。市内に
は戦国時代の史跡や、大自然を生かした公園やリゾート施設など、多彩なジャンルの観光ス
ポットが集まっています。また、豊富な自然がある一方で神戸三宮や大阪まで約40分でア
クセスできるということもあり、ベッドタウンとしてちょうどいい田舎「トカイナカ」としても評
価されています。

三木市は、約50年前に人口増加社会を支えてきた高度経済成長期における緑が丘・青山地区の
郊外型戸建住宅団地開発がなされ、急激に人口が増加しました。
しかしながら、同年代の住民が、同時期に移り住み、子育てしながら同じように年を重ね、子ども
世代が就職や進学を機にまちを離れることにより、ライフステージのミスマッチとなる戸建て住宅で
の夫婦二人や単身で暮らす高齢者世帯が急激に増加するだけでなく、地域コミュニティを支える人
材確保、さらに空家も増加するなど、周辺環境への悪影響も顕在化しています。
これらの課題は、三木市だけではなく、全国様々な地域に点在する約2,900の戸建住宅団地が
抱える課題でもあります。



三木市

事業の
目的

これまで
の取組

事業
内容

この事業は、ライフステージにあわせて最適な家に移り住むことで、住み慣れた地域とコミュニ
ティの中で生涯住み続けられるまちづくりを地域や民間事業者と三木市がともに作り上げていく
ものです。すなわち、人やもの、サービスがつながりながら、新たな価値を生みだし、いつまでも安
心して暮らせるまちをつくっていくこと、「100年後も、誇りを持って暮らせるまち」の実現をめざす、
全国初の郊外住宅団地の再生にチャレンジしていきます。

この取り組みの中で、SDGｓ未来都市にも認定され
ている「100年後も、誇りを持って暮らせるまち」の実
現に向け、「暮らしの足りないを『おぎなう』」、「ひと・
もの・サービスを『つなぐ』」「多世代交流を『はぐく
む』」をテーマに、地域の課題解決と共に、魅力向上に
つなげるための拠点を整備し、住み慣れた住宅団地
のコミュニティの中で、ＳＤＧｓ１１いつまでも住み続け
られるまちを官民連携により創造します。
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得られる
成果等

成果・解決される地域課題

企業のメリット/企業との連携イメージ

三木市

寄附を
する
メリット
等

連絡先 兵庫県三木市
総合政策部 縁結び課地方創生係 清水・長郷
℡：0794-89-2303（直通）
：emmusubi@city.miki.lg.jp

・社会貢献企業としてのＰＲ
・SDGsの取組を通じた企業価値の向上
・事業の協働パートナー
・民間事業者が持っている資源や技術等を活用した新たな事業の展開

・新たな賑わいの場の創出による『地域コミュニティの活性化』
・先端技術の実証に触れる学びやチャレンジの場の創出による新規ビジネス創造
・住み続けられるまちづくり推進に伴う人口増加
・新たな雇用の場の創出
・スマート行政窓口の確立
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